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　　　　　　　.　　（土） ① １４:３０開演 / ② １８:３０開演
　　　　　　　.　　（日） ③ １１:００開演 / ④ １５:００開演
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　劇団「第五会議室」　　検索　劇団「第五会議室」　　検索

チケット：日時指定・全席自由
チケット販売：���� 年 �月 �� 日（金）より
チケット：日時指定・全席自由
チケット販売：���� 年 �月 �� 日（金）より

＊開場は開演の３０分前＊開場は開演の３０分前

１F
アートスペース
１F
アートスペース

主催　劇団「第五会議室」
後援　豊橋市・豊川市
　　　（公財）豊橋文化振興財団・豊橋市教育委員会

主催　劇団「第五会議室」
後援　豊橋市・豊川市
　　　（公財）豊橋文化振興財団・豊橋市教育委員会 絵　：杉浦匡昭　

製作：Power of Web　
デザイン：AYU



　　　　年　　月　　日（土）①開演１４:３０/②開演１８:３０
　　　　　　　月　　日（日）③開演１１:００/④開演１５:００
２０２２

【チケット】
一　般　　：2,500円
高校生以下：1,500円

11
11

19
20

＊開場は開演の３０分前
＊上演時間は約１１０分予定（途中休憩なし）

【交通・アクセス】

穂の国とよはし芸術劇場PLAT
〒440-0887　愛知県豊橋市西小田原町123
Tel : 0532-39-8810　Fax : 0532-55-8192
http://toyohashi-at.jp
休館日：毎週第3月曜日 [祝日の場合は翌平日 ]
豊橋駅（JR東海道新幹線、東海道本線、名古屋鉄道）、新豊橋駅（豊橋鉄道渥美線）
直結。豊橋駅南口から徒歩3分。
※駐車場はございません。公共交通機関やお近くの公共駐車場等をご利用ください。
豊橋まちちか・えきちか駐車場（公共第1・第2）・パーク500をご利用の場合、駐車料金
が30分150円から30分100円に割引（上限4時間）。

※日時指定（他の曜日へのご入場はできません）
※全席自由
※未就学のお子様のご入場はご遠慮下さい
※学生証の提示をお願いする場合がございます
※＜高校生以下＞の方が＜一般＞チケットをお持ちになった場合、差額
　の返金はございません
※前売券が完売した場合、当日券はご用意できませんので予めご了承下
　さい
※車椅子スペースは定員に限りがございますので、ご利用をご希望のお
　客様は事前に劇団事務局までご連絡をお願いいたします

新型コロナウィルス感染症対策
ご来館される皆さまへのお願い

【チケット取扱い】

【お問合せ】

窓口・TEL

オンライン

：0532 - 39 - 3090
  （10：00～19：00休館日を除く）
：http://toyohashi-at.jp　
  (24時間受付・要事前登録）

・プラットチケットセンター（劇場施設内）

・劇団「第五会議室」事務局

劇団「第五会議室」事務局　☎070-1660-8394

TEL：070-1660-8394

【キャスト】
　杉浦匡昭
　酒井裕之
　戸田貴弘
　河西由美
　河西賢
　渡邉沙耶　　☆
　NOBUSAN
　市川かおり（劇団豊橋演劇塾）
　鳥居久美子　☆
　安藤友成
　仲谷ゆかり
　星野豊
　小山明優
　渥美昌史
　松崎正尚
　金田真奈　　☆
　河合結衣　　☆
　乾雄登　　　☆
　藤原志帆　　☆
　☆＝＜K☆STAR Dance Studio>

【スタッフ】  
　作・演出
　　小山真史 
　舞台監督・照明プラン
　　村瀬満佐夫 
　振付・ダンス指導
　　鳥居久美子 
　　（K☆STAR Dance Studio 代表）
　照明操作 
　　平野行俊 
　音響操作 
　　稲吉孝子 
　映像制作 
　　加藤卓宏 
　　（Power of Web）
　大道具製作 
　　NOBUSAN 
　大道具製作 
　　㈱東雲座カンパニー 
　制作 
　　劇団「第五会議室」 
  

【協力】  
　デザイン協力 
　　Power of Web 
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